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羅 マ ス ク シ ス テ ム を 用 い た 定位 放 射 線 照 財 の 再 現性
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大 阪府 立 成 人 病 セ ン タ
ー
　放 射 線 治療 科

詔 的踊S段T 治療 に お い て、Bram 　 LAB 　社 の マ ス ク シ ス テ

ム を採用 して い る 。 今回 、こ の シ ス テ ム の 再 現性精度 を検詞

した。デー一タ 取 得 に 関わ る 誤差 の 判 定 をす るた め QC フ ァ ン

トム を 作成 し、精度試験 も行 っ た の で 帳告す る。

1方 法 と結果】 （の ア イ ソ セ ン タ
ー一ボ ジ シ ＝tiナ ー装着時 の

た わ み 量 の 測定 ： 測定 に は リ ニ ア
ー

エ ン コ
ーダー一、テ ン シ ョ

ン メ
ー

タ
ーを使用 し た。ア イ ソ セ ン タ

ーポ ジ シ ョ ナ ー一の 重量

ほ 26SKg あ り、た わみ 量は 0．5mm あ っ た t．こ れ は荷重負荷

変動で あ り無視する こ とα）で きな い 量 で あ っ た tt

（2 ） ア イ ソ セ ン ター一ポ ジ シ ョ ナー
シ
ートの 張 り 替 え に 関 わ

る誤差 の 測 定 ： Braln　LAB 社 で は 治 療計 両 で 決定 した ア イ ソ

セ ン タ・一位 置 を シ
ートに 印刷す る ．治療室 で は ア イ ソセ ン タ

ー・ポ ジ シ ョ ナ
ー一

に シ
ー一トを 張 っ て ア イ ソ セ ン タ

ー
位 置 を定 め

て 治療が関始 され る。ア イ ソ セ ン タ
ー一

を設定 し た 際 の 治療寝

台位置の パ ラメー一ターを 記 録 し、誤差を測定 した 。 そ の 結果

を Fi9．　 iに 表す，，

（3 ）QC フ ァ ン トム ： 定位放射線治療 を行 う際 の 治療装 置

の QC や 固定 方法 の 精度試験に 使 え る よ うに 申月1の フ ァ ン ト

ム （タ イ セ イ メデ ノ カ ル 社） を 作成 した 　こ れ は 40 × 160

× 1600m 　
3

　 の ア ク リル 板 を 4 層 に 組 み 合 わせ て
一

体 と し

た 、各層に は 決 め られた墓準で 直径 2mrn の 穴が幾つ も圍 い

ぐお り、今 』亅は 鉛球を人れ て使用 した （賄g ．2 ）。

（4） ボータ ル フ ィ ル ム か らの 座標点取得誤 差判定 ： 作成 し

た QC フ ァ ン トム は Braln　LAB 社の U 宇形 固 定具 に 取 り付 け

て 使用 した、、QC フ ァ ン トム に 配 置し た 鉛 球 の 位 器 か ら ア イ

ソ セ ン ター一
設 定 し、正 廁 と側 面 の ホ…タ ル フ ィル ム を 撮影す

る、（A ）照射 野 の 輪郭 を トレ
ー一

ス し 、対角線の 交点 を 求 め 基

準点 と し、（B ）QC フ ァ ン トム に 配置 した 座 標 の解 っ て い る

4 点 の 鉛球 の 位置座標 を求 め る作業を 行 っ た。 こ の （A ）（B ）

か ら座 標 点取得誤差判定 を した 。 そ の 結果 を Flg．3 に 表す、

　（5 ）SRT 治療患者 の 再現性耳
’
［亅定 ： 毎 目 の 治療終 了 時 に ポ

tt．一
タル フ ィ ル ム を撮影 し、（4）一（A ＞と 同様作業 か ら 中心 点 （ア

イ ソ セ ン ター一
） と任 意 の 関 心 点 （粛、骨な ど） を 決 め た。こ

れ か ら ス キ ャ ナ ー一を介 して brachytherapy用 コ ン ビ ュ
ーター−

CadP ］an 　BT （varlan 社） で 関心 点 の 座 標 を 取 得 し、そ の 誤 差

を 測定 して 再現性 と した。そ の 結 果 を Fi9．4 に 表す，、

　匿結論 翌定位放射線治療 で は 、分 割 照 射 （SRT） の 冉 現性精

度 を高 め る た め 努力 して い る。 し か し なが ら、今 ［U ［itっ た判

定 で は 座 標点取 得誤 差判定で の 測定値 を i し引 い て も、測 定

誤 差 値 は 極 小 とは 言 え な い 。こ の 結 果 を 考慮 して 治療計画 で

は 慓 的容積 の 決定 に 3mm の マ
ージ ン を 必 要 と考 えた い tt

9socenter位置設定の誤差　　　Fig．　g

鬱 　騒珍隼 頁登月〜’
  o年3月　　愚者 13 名

VRT 　 LNG 　 LAT 恤 m ）　 RTW （
・
）

平 均値 　 078 　 186 　 114

標 準偏 差　　097 　　1．4琶　　　100

QC ツ
ー

ル
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

．
ネ ジ灘

鷲
一 ≠ q

　 　 　 　 　 　 　 r

k：
”“iこ

”
　
dr

座標取 得誤差

L26104

Fi琶。2

　 　 や　　や　　
’

　 ぎ射 2 φ穴 加工

＼
　 　 　 固 定用ピンを配 置

　 　 　 　 （2囲所 ）

F重9．3

鋤 ¶O組 の ポータル フィル ム から得た座縹取得の ズ レ
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　 　 　 x 　 　　 　 z 　 　 　　 　 y

　 O3875 ％ 　　　LO23 ％ 　　　　1031 ％

苒 現性測定結果
　   　

’
99年 1−3月　 患者 7 名

　 　 　 　 　 x 　　　 z 　　　 y　（mm ）

平 均 値 　　3S8 　 350 　 273

縹準 偏差　 341 　 279 　 255
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tgD
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’
o  年 3月　　患髱 13名

　 　 　 　 　 X 　　 z 　　 y （mm ）

平均 値 　 　109 　 174 　 179

標 準 偏差 　　092 　　119 　　128
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